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※６　地域連携クリティカルパス

　地域連携クリティカルパスとは、地域内で各医療機関が共有する、各患者に対する治療開始から終了までの全

体的な治療計画のことです。急性期に対応する医療機関から回復期や維持期の医療機関を経て自宅に帰り、かか

りつけ医にかかるような診療計画であり、医療連携体制に基づく地域完結型医療を具体的に実現するものです。

　医療連携体制の具体的なイメージとしては、例えば、脳卒中の場合、自宅から遠い場所にある急性

期に対応する医療機関に入院したとしても、その回復の度合いに応じて、自宅の近くにある回復期や

維持期の医療機関、そして最終的にはかかりつけ医の診断を受けながら在宅で安心して生活できるよ

うな縦の連携を構築していくことであると考えられます。同時に、急性期を担う医療機関同士の横の

連携も大変重要なことと考えられます。
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図表４-３　地域連携クリティカルパスを利用した医療連携体系の一例


